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現代社会における「ことばの力」の回復を目指して

ことばの力

「ことばの宗教」であるキリスト教において、「神のことば」「神に関わることば」はどの
ように理解されてきたのか。また、それらの言葉は、どのような文脈でどう語られ記され
たのか。礼拝・典礼、文書、人々のコミュニケーションにおいて、どのような役割を果たし、
どう世界に影響を与えてきたのか。７人の神学者が現代におけるキリスト教と「ことばを
めぐる諸問題」に、歴史、組織・実践神学、スピリチュアリティの視点から立ち向かう。


